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永井さんは富山の出身ですかとよく人に聞かれ

る。私は大阪生まれなので富山とかかわりはないの .

だが、青春時代を過した姫路と共に何か富山が第

2の故郷のような気がする。それは私のデザイナ

ーとしての大きな節目と富山が密接な関係にある

ためでふあろうと思う 。

私が富山を初めて訪れたのはもう 12・3年前に

なろうか。富山県立近代美術館がシンボルマーク

を公募してその審査のためで、あった。そして同館

が発足してからずっと今日に至るまでその展覧会

のポスターやカタログの表高氏をデザインしてきた。

富山県芸術文化顧問である前館長の小川正隆さん

の依頼で美術館の個性的な顔づくりである CIの

一貫としてデザインをしてきたわけでふある。

そしてこの9月1日から10月7日までの 1ヵ月

余り美術館の開館10年記念シリーズの 1つとして

「永井一正展」が開催された。会場にはポスター約

200点、版画約150点、マーク約170点の計400余点の

作品が展示されたが、私は会場を見回りながら70

余点におよぶ富山県立近代美術館のポスターがこ

の10年の私のデザインの転機になっていることを、

その時々の情景を懐」く目に浮かべながら確認し

fこ。

美術館の2階に展示されている常設展のピカソ、

デ、ユシャン、エルンス卜からステラ、ウォーホー

ルに至る二十世紀を代表する選び、抜かれた数々の

名品を見ても良くわかるのだが、現代美術は従来

の既成概念をくつがえしごて新しい美を創造し人々

の思念や視覚を広げ心を自由にすることに価値が

あると思う 。そして他館の追従を許さないこども

の壁画から現代美術やデザインに至る企画展にみ

られる鮮かな現代の切り口を見てもこの美術館の

はたす役割の重要さが立証される。このような美

術館の顔ともなるべきポスターは単なる展覧会の

紹介のみにとどまらず、人々の固定しようとする

眼を裏切る新鮮さが必要であり、私はデザイナー

として最もや り甲斐のある仕事に没入し得たとい

う点で矛ムのエポック メイキングとなった。

このような富山に愛着を持つのは当然であり、

第 1回の栄誉を担ったジャパンエキスポ富山'92，の

公式マークと第 1号公式ポスターをデザインし得

たのも私の大きな喜びと なっている。「人間ーその

内と外・富山から世界へ未来へ」 というスローガ

ンの通り、富山が人間や自然を大切にしながら世

界へむかつて未来へむかつて飛躍 していってほし

いと原頁っている。

「
自
信
が
な
か

っ
た
の
で
、
受
賞
通
知
を
受

け
取

っ
た
時
は

η

ヤ
ッ
タ
l
o
と
思
い
ま
し

た
。
」
全
同
防
犯
運
動
統

一
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
(
財

・
全
凶
防
犯
協
会
連
介
会
主
催
)

内
動
車
資
防
止
部
門
の
小
・
い
け
川
校
生
の
部
で
、

山
江
市
同

L
去
一
円
川
校
デ
ザ
イ
ン
利
.
年
の
大

割
岨
樹
子
さ
ん
(
二止
)
の
作
品
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
ベ
十
九
都
道
府

県
か
ら
五
で

9

百

一十
六
円
…
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
小
か
ら
兄
事
、
全
川
.
の
時
に
獅
き
ま

し
た
。
受
賞
作
品
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
キ
ー

が
自
動
車
泥
俸
を
退
治
し
て
い
る
場
面
を
明

る
い
色
調
で
コ
ミ
カ
ル
に
表
現
し
た
も
の
で
、

今
後
の
全
国
防
犯
運
動
統

一
ポ
ス
タ
ー
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
車
の
絵
を
よ
く
か
い
て
く

れ
た
父
親
の
影
響
を
受
け
て
、
絵
に
興
味
を

持
ち
始
め
た
と
い
う
大
剤
さ
ん
。
今
年
間
け

の
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
に
も
応
募
し
、
県
教

育
委
員
長
賞
を
射
止
め
て
お
り
、
そ
の
類
い

ま
れ
な
上
能
は
日
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。…四

味
は
フ

ァ
ミ
コ
ン
と
音
楽
鑑
賞
。
ま
た

暇
か
あ
れ
ば
本
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
読
芹

家
で
も
あ
り
、
愛
読
官
一川は
本
肝
良
の
「
ロ
ー

ド
ス
h

防
戦
記
」
。
没
州
も
大
好
き
と
い
う
こ
と

で
、
好
き
な
没
川
門
家
は
川
失
利
。
見
る
だ
け

で
な
く
、
怖
く
ほ
う
に
も
興
味
が
あ
り
、
引

在、

一
j

二
作
制
作
中
と
の
こ
と
。
出
来
上

が
り
が
楽
し
み
で
す
。

「
常
に
進
歩
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
気
持
ち

が
な
い
と
、
絶
対
に
新
し
い
も
の
は

つ
く
れ

ま
せ
ん
。
将
来
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
か
、

漫
同
家
に
な
る
の
が
夢
で
す
が
、
と
も
か
く
、

ク
リ
エ

l
タ
!
と
し
て
、
創
造
に
携
わ
る
仕

事
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。」
あ
ど
け

な
い
顔
が

一
瞬
真
顔
に
な
り
、
円
が
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
き
ま
し
た
。
演
劇
を
や

っ
て
い
る
せ

い
か
、
大
変
表
情
が
豊
か
で
す
。
何
か
新
し

い
こ
と
し
た
り
、
新
し
い
も
の
を
発
見
す
る

の
が
大
好
き
と
い
う
活
発
な
十
五
歳
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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知恵と努力の結品を一堂に
富山県発明とくふう展

21世紀ヘテクノウェーブ
とやまテクノフェア'90

第
二
十
八
回
富
山
県
発
明
と
く
ふ
う
展
が
、
九
月
二
十
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で
、

富
山
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
明
と
く
ふ
う
展
は
、
発
明
や
工
夫
に
対
し
て
関
心

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
に
う
る
お
い
を
も
っ
て
も
ら

お
う
と
、
毎
年
児
童
や
一
般
県
民
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
は
特
に
、
「
第
二
回
少

年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
創
作
展
」
も
共
催
さ
れ
、
全
国
の
少
年

少
女
た
ち
の
力
作
も

一
緒
に
展
示
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
日
の
展
覧
会
式
典
に
は
、
発
明
協
会
総
裁
で
あ
る
常

陸
宮
様
ご
夫
妻
が
ご
臨
席
さ
れ
、
発
明
協
会
会
長
、
知
事
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
両
陛
下
の
テ
l
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

お
二
人
は
約

一
時
間
ほ
ど
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
秀
作
、

逸
品
の
数
々
を
御
台
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
め

ら
れ
た
四
百
点
あ
ま
り
の
作
品
の
中
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
や
、
手
の
込
ん
だ
作
品
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
両
殿
下
は

2

し
ば
し
足
を
止
め
ら
れ
、
目
を
細
め
て
見
入

っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

A発明協会総裁常陸宮機こe夫妻がこe臨席

最
先
端
の
工
業
機
械
な
ど
を
展
示
す
る

「
と
や
ま
テ
ク
ノ

フ
ェ
ア
卯
」
が
、
十
月
五
日
か
ら
八
日
の
四
日
間
、
テ
ク
ノ

ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
は
、
全
国
か
ら
最
新
の
機
械

・
F
A

関
連
機
器
な
ど
を
集
め
、
展
示
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関

連
業
界
の
発
展
と
北
陸
地
方
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
、
前
身
の
近
代
工
業
機
械
展
か
ら
数
え
て

三
十

一
回
目
。
今
回
は
北
陸
・
東
京

・
大
阪
な
ど
か
ら
六
十

六
社
、

三
百
六
十
六
点
の
ハ
イ
テ
ク
最
新
鋭
機
器
が
出
展
さ

れ
ま
し
た
。

近
年
の
労
働
力
不
足
に
対
応
し
て
、

工
作
機
械
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
が
多

く
展
示
さ
れ
、
初
日
か
ら
各
企
業
の
関
係
者
や
工
業
高
校
の

生
徒
た
ち
が
訪
れ
、
期
間
中
約
四
万
五
千
人
が
入
場
し
ま
し

た
。中

で
も
、
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
の
軌
道
が
写
し
出
さ
れ
る
機

3

械
や
人
聞
の
腕
の
動
き
を
す
る
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
に
人
気
が

集
ま
り
、
黒
山
の
よ
う
な
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

A最新鋭の産業用ロボ ット



議毘囲 地域リハヒリテーションフォ

志
向
寝
間

A

山
広

fLハピ
υか
領
ヴ
く
地
域
社
会
を
め
d
uて」

能問主

:

n

べ

間

宮

曲

間

欠

先

障害者がすごしやすい環境づくりを力とチームワークの勝利ノ大沢野メイトV2
地域リハビリテーション・フォーラム

県
内
の
医
療
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
実

際
福
祉
に
傍
わ
る
人
た
ち
の
目
か
ら
見
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
九
月
二
十
六
日
、
富
山

市
民
プ
ラ
ザ
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
午
前
中
は
、
「
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
題
し
た
、
実
践
活
動
報
告
会
が
も
た
れ
、
保
健

婦
や
作
業
療
法
士
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
六
人
が
報
告
。

行
政
や
民
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
連
携
し
た
福
松

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
必
要
性
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。
ま
た
参

加
者
の
聞
か
ら
も
、
「
へ
ル
パ

ー
の
増
員
も
必
要
だ
が
、
質
の

向
上
が
何
よ
り
も
重
要
」
「
障
害
者
自
身
も
、
で
き
る
だ
け
自

立
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」
な
ど
と
い

っ

た
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
長
野
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
セ
ン
タ

ー
の
間
宮
典
久
氏
が
、
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
恨
づ
く
地

4

域
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
講
演
。
欧
米
諸
国
と
比
べ
た

日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
立
ち
遅
れ
を
指
摘
し
、
「
リ

ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
側
(
保
健
婦
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
)

と
受
け
る
側
(
障
害
者
や
そ
の
家
族
)
が

一
体
と
な

っ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
U

と
提
起
し
ま
し
た
。

同
日
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
他
、
福
祉
機
器
の
展
示
会
や
介
護

方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

.各種の福祉機器の展示も

第2回全国勤労者綱引大会

全
国
の
勤
労
者
の
相
互
交
流
を
図
ろ
う
と
、
第
二
同
全
同

勤
労
者
綱
引
大
会
が
十
月
七
日
、
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
全
国

一
の
力
自
慢
を
目
指
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
じ
た
。
女
子
は
地
元
の
大
沢
野
メ
イ
ト
が
二
年
連
続
優
勝

を
果
た
し
、
剛
力
千
は
北
海
道
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ン
バ

l
ズ
が
初

優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
十
九
都
道
県
か
ら
男
子
一一
十

一
、
火
子
十
五
の

合
わ
せ
て
三
十
六
チ
l
ム
が
出
場
。
子
選
リ
l
グ
の

一
、
て

位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

「
ヨ
イ
シ
ョ
」
「
ヨ
イ
シ

ョ
」
の
掛
け
声
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合

わ
せ
綱
を
引
く
選
手
。
体
を
反
ら
せ
、
一
汁
だ
く
に
な
り
な
が

ら
大
奮
闘
。

応
援
団
席
か
ら
も

「
そ
れ
い
け
」
「
あ
と
.
歩」

の
声
援
が
飛
び
交
い
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
会
場
で
は
藤
園
女
子
高
の
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
や

県
特
産
品
の
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、
大
会
ム

l
ド
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
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生
を
送
る
た
め
に

学
習
を
支
援
し
ま
す
。

県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
町

村
や
社
会
教
育
団
体
、
さ
ら
に
は
民
間
の
い
わ
ゆ
る
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
県
内
に
は
三
千
五
百
あ
ま

り
の
学
級
や
講
座
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
学
ん
で
い

る
人
は
約
十
五
万
人
。
そ
れ
ぞ
れ
、
思
い
思
い
の
も
の

を
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
芝
、
県
内
に
は
約
三
千
五
百
の
自
主
的
な
学
習
団

体
や
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
¥
同
信
州
の
人
び
と
が
集
ま
っ
て

研
究
や
芸
術
、
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
、
ガ
余
暇
を
見
つ
け
て
自
分
に
合
つ

だ
も
の
を
学
習
し
¥
生
き
が
い
を
見
い
出
し
て
い
く
。

こ
れ
が
生
涯
学
習
で
あ
り
、
「
学
習
し
で
な
く
て
「
楽
習
」

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

県
で
は
¥
昭
和
六
十
三
年
に
開
学
し
だ
県
民
生
涯
学

習
カ
レ
ッ
ジ
を
拠
点
と
し
て
、
県
民
の
学
習
二
l

ズ
に

合
わ
せ
て
、
講
座
の
充
実
・
情
報
の
提
供
を
行
い
¥
今

年
度
に
お
い
て
も
三
百
あ
ま
り
の
講
座
ガ
年
間
お
よ
そ

二
干
五
百
回
に
わ
だ
っ
て
開
か
れ
、
広
<
県
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
よ
り
多
く
の
学
習
活
動
や
講
師
¥
情
報
等
の

提
供
な
ど
¥
生
涯
学
習
に
関
す
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
る
声
、
ガ
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
¥
だ
れ
で
も
¥
な
ん
で
も
学

習
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
だ
め
、
県
で
は
、
行

6 

為Jt，.，prぺVd"ll

政
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
、
民
間
の
連
携
を
図

り
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
、
生
涯
を
通
じ
て

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
¥
学
習
機
会
の
拡
充
や

学
習
条
件
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

M

生
涯
学
習
情
報
提
供

ネ
ッ
ト
ワ
1
7ジス
テム
H

ス
タ
ー
ト

「
欲
し
い
情
報
を
指
一
本
で
」

生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
を
図
書
館
や
公
民
館
な
ど
に
置
か
れ

た
端
末
機
を
通
し
て
提
供
す
る
、
生
涯
学
習
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
十
月
六
日
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

開
通
式
は
県
教
育
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
県
、
市
町
村
、
生
涯

学
習
団
体
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携

っ
た
関
係
者
多
数
が
出
席
し
ま

し
た
。
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
吉
崎
四
郎
学
長
が

「
県
民
に
愛
さ
れ
る

ロ
ー
カ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

高
品
質
の
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
生
涯
学
習
の
輪
が
大
き
く

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
関
係
者
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
し
た
後
、
本
格
的

に
稼
動
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
生
涯
学

習
情
報
と
図
書
館
資
料
情
報

を
全
国
で
初
め
て

一
元
化
し

て
提
供
す
る
た
め
、
県
立
図

書
館
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
通
じ
て
、
市
町
村
の

図
書
館
や
公
民
館
に
あ
る
端

末
機
を
電
話
回
線
で
結
び
、

7 



全
国
で
は
併
局
、
兵
庫
、

大
阪
、

質
の
い
口
川
い
情
報
を
簡
単
に
幽
耐
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
民
カ
レ

ッ

y

ト
ワ
ー
ク
が
械
勤
し
て
い
ま
す
が
、

て
あ
り
ま
す
。

愛
媛
の

問
府
県
で
同
楠

の
ネ

こ
の

日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は

本
県
で
は
端
末
機
の
両
国

に
指
を
触
れ
る
こ
と
で
検
宗
か
で
き
る
全
国
初
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

ジ
や
県
立
凶
書
館
を
合
め
て
県
内
九
か
所
と
ま
だ
わ
ず
か
で
す
が

平
成
一一
.年
度
ま
で
に
は

一
.卜
八
市
町
村
で
持
続
が
予
定
さ
れ
て
い

十刀
式
を
採
則
し
て
お
り
、

だ
れ
も
が
利
則
で
き
る
よ
う
に

L
夫
し

ま
す
。

掴
生
渡
学
習
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
概
要

特集/生涯学習情報提供ネ

システムの

内容

中
し
流
山下山明
日
情
報
と
凶
件
中
川
町
資
料
情
報
を

正
化
し
て
提
供
す
る
た
め
、
ホ
ス

ト

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
は
、
県
立
川門
書
館
の
ホ
ス

卜
を
共
肘
し
、

市
町
村
等
に
設
置
す
る
端

末
機
と
電
話
同
線
で
結
ぴ
ま
す
。
ま
た
、

他
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
し
て
い
る
機
関
と

の
述
携
を
街
に
し
、

学
宵
情
報
の
提
供
と

い下
刊
行
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
を
特
備
し

て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

各
情
報
拠
点
が
提
供
す
る
生
涯
学
習
情

報
は
、
将
来
的
に
は
県
民
が
直
接
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
が
、
当
面
は
次
に
よ

り
行
い
ま
す
。

川
各
情
報
拠
点
が
提
供
す
る
情
報
の
利
用

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
の
観
点
か

ら
、
各
情
報
拠
点
の
許
可
ま
た
は
承
認
を

得
て
行
い
ま
す
。
(
当
面
は
、
国

・
県

・
市

町
村
な
ど
の
公
的
機
関
等
の
施
設
に
限
定

し
て
実
施
し
ま
す
。
)

ω端
末
機
の
操
作
は
、
各
情
報
拠
点
か
ら

I
D
(
認
識
番
号
)
、
パ
ス
ワ
ー
ド
(
暗
証

番
号
)
な
ど
を
設
定
さ
れ
た
も
の
(
図
書

館
職
員
、
市
町
村
職
員
等
)
だ
け
に
限
定

し
ま
す
。

女団体サークル情報

勉強したいとき

女学習機会情報
・学びたい学級、講座などを

知りたいとき・3.500件
*視聴覚教材情報
・自作コンクール教材・ 16ミリフィルム・

ビデオテープ・視聴覚機器などを借りた

いとき・7.000件
・自然画提供(パンフレット等)

女講師指導者情報
・講師
・学級・講座等の希望にそった講師

や指導者を探したいとき

・県内4.000件県外1.500件

女図書館資料情報
.県草図書館にある図書・資料を

知りたいとき

・蔵書25万冊
(将来60万冊入力)

・雑誌1.500冊

女施設情報
・文化施設やスポーツ施設を

利用したいとき・2.500件
・自然画提供(施設の特色あるところ)

-魚津

・高岡

・砺波

8 

者

-中央公民館

・中央図書館

・教育委員会

等

談)

用

(学

手リ

9 

-富山県立図書館

・富山県産業情報センター

・富山技術開発財団

・富山県総合教育センター

・商用データベース

・その他



特集/生涯学習情報提供ネツ

のムテスシ

川
相
談
検
索
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

相
談
検
索
方
式
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
相
談
し
た

い
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
の
名
称
、

内
容
等
が
不
明

確
で
あ

っ
て
も
、
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
。
誰
で
も
均
質
な
学
習
相
談
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⑫
関
連
検
索
が
可
能
で
す
。

情
報
提
供
に
あ
た

っ
て
は
、
情
報
分
野
を
横
断

・

健
介
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

講
演
す
る
講
師
の
著
書
が
凶
書
館
に
あ
る
か
ど
う
か
。

こ
の
施
設
で
は
ど
ん
な
学
習
機
会
が
行
わ
れ
、
ど
ん

な
同
体

・
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
る
か
な
ど
各
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
相
互
間
で
関
連
す
る
情
報
の
検
索
が
可

能
で
す
。

⑮
情
報
予
約
が
可
能
で
す
。

凶
書
館
資
料
情
報
、
視
聴
覚
教
材
情
報
等
に
つ
い

て
、
貸
出
し
予
約
が
可
能
で
す
。

洲
町
情
報
を
自
然
画
で

提
供
し
ま
す
。

講
師

・
指
導
者
、
視
聴
覚
、
施
設
に
つ
い
て
は
、

文
字
情
報
に
加
え
て
、
写
真
等
が
そ
の
ま
ま
映
し
川

さ
れ
る
自
然
画
情
報
も
提
供
し
ま
す
。

特色

⑮
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

情
報
検
索
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
、

検
索
が
容
易

な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

⑮
生
涯
学
習
資
料
が

作
成
で
き
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
し
て
あ
る
資
料
等
を
活
用

し
、
生
涯
学
習
機
会
の
企
画
立
案
や
統
計
資
料
が
作

成
で
き
ま
す
。

期待できる

効果

川
ど
の
地
域
の
県
民
に
も
、
質
の
高
い
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
民
の
自
発

的

・
継
続
的
学
習
活
動
を
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ω県

下
の
学
習
情
報
を

一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

全
県
下
の
情
報
が
広
く
活
用
で
き
、

地
域

の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ω公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
、
学
習
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
計
画
及
び
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
が
可
能
に
な
り
、

生
涯
学
習
の
輪
を

げ
学
習
活
動
を
活
発
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施設画面 | 
〈起動メニュー画面〉

生涯学習情報

ー

処理を選択してください

図書情報
1 [ 

(メニュー画面)

〈生涯学習メニュー画面〉

| 笠間情報 11 図書情報 IIMS-OOS.><二ユヘ|

| 視聴覚桝 11 施，設 11 団体サ引 11 学齢 | 

| 講師指導者 1 1 1 1 1 1 

回目

〈条件設定画面〉

仁窒ゴ||どんな施設をおさがしですか 11 

巨ヨEゴ日喧圃E
B 回日]1:~~711 ~lmj~ 18 
日~ 1~1~*ヨ巴ヨ巴日巨日巨日

|施設名入力による倹索 I122-入力による l

EE 耳目

層
広

10 

~ 

日目

E
 

日

分野文化 ・数養

仁Dmdl): I ~ 
施設名 富山県勤労者総合福祉センタ一

所在地・ 干930富山市奥田新町81
電話番号 (0764)-31-1113 

交通察内:.JR富山駅下車徒歩15分
施設案内 各種文化教室、水泳教室等を開催してます。誰でも、気軽に利用で

きます。 [施設案内]

主要施設和室、茶室、視聴覚等 利用時間 900-21 00 
料理教室、会議室、結婚式場 休みの日特になし

彼露宴会場、多目的ホール 利用料施設利用は有料

温水プール 予約申込。利用申込心妻

〈施設内容情報表示画面〉

〈該当一覧表示画面〉

資料は12件あります

富山県勤労者総合福祉センター

干930富山市奥田新町81
TEL(0764)31-1113 

富山勤労者いこいの村

2 干939-26婦中町細谷ト2
TEし(0764)69-5770 

詳細情報

匡

仁亙コ ~
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聞旨甥盤聾都市計画課

“人一都市ー未来" 都市空間は、常に未来を

先取りし、新しい時代を演出します。21世紀に向けて、

これからますます国際化、高度情報化が進み、それに対

応した都市機能の整備が必要となり、加えて人が樹直で

過ごしやすい住環境の整備が求められています。

都市計画課では、 「うるおいのある、人にやさしい街

づくり」をモットーに、富山の自然や産業、文化を生か

した街づくりを進めています。

高島絹子さん(ミス名水)レポーター

二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
急
激
な
都
市
化
の
進

展
に
伴
い
人
口
の
過
密
化
、
交
通
機
能
の
低
下
、

無
秩
序
な
市
街
地
の
形
成
な
ど
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
人

々
の
生
活
に
対
す
る
価

値
観
が
多
犠
化
し、

新
し

い
経
済
社
会
に
対
応

し
た
都
市
機
能
ゃ
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
の
欲
求
が
高
ま

っ
て

い
ま
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持

っ
て
、
都

市
計
画
課
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
平
均
年

齢

M
歳
と
い
う
比
較
的
若
い
顔
ぶ
れ
が
「
魅
力

あ
る
都
市
の
形
成
」
を
念
頭
に
、
新
し
い
時
代

に
対
応
し
た
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

新
1

い
都
市
空
間
へ
の
提
案

大
手
、
七
!
ル

見メ
る | 不ム
事ジが
にはそ
よ、れ
っ こま
でので

~: .\.._，湾総総病拶以設2峨弘，~込L....，rl....，.，!!濁魁竃③磁縄 問

企富山市大手モール 二 常忠
究出 っ

す子ボまろでで車しかて
。がルしい歩しでまけい

け 道たろいた素したた
ら路。なてが通た大都
れと都事み、り 。子 市
たな市にる自すいモ計
事るの気と分るつ | 画
業べシ付一 、のだもルの
でくンきい足けはをイ

車
道
を
六

・
五
メ

l

車
の
放
置
で
す
。
こ
れ
で
は
都
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
こ
の
通
り
の
イ
メ
ー
ジ
は
ダ
ウ
ン
し
ま

す
。
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
は
、
都
市
計
画
課

だ
け
が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む

一

人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま

し
た
。

、
)
}
お
い
の
あ
;
環
境
干
の
γ
、ーマ

「
物
語
の
お
}
公
園

γ
〈

J
t・.

続
い
て
私
は
、
富
山
県
の
置
県
百
年
を
記
念

し
て
昭
和
五
十
八
年
に
開
園
さ
れ
た
県
内
最
大

の
都
市
公
園

「県
民
公
園
太
間
山
ラ
ン
ド
」

へ

と
向
い
ま
し
た
。
千
百
七
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
も

あ
る
圏
内
は
、
総
合
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
こ
こ
は
緑
が
多
く
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

l
ス
と
し
て
草
や
木
や
花
を

ペ

‘ 

ト
ル
に
す
る
事
に
よ

っ
て
で
き

た
市
民
プ
ラ
ザ
前
の
広
場
と

し
て
の
歩
道

空
間
、

歩
行

"‘ 

i
j
j
 

〆

， ，/ 〆
6 

者
の

通
行
帯
は

四
メ
ー
ト
ル
程
度
を

確
保
、
車
道
と
の
聞
の
空
間
に
は
今
後
の
町
づ

く
り
の
中
心
と
な
る

モ
l
ル
を
植
栽
し
、
市
民

プ
ラ
ザ
玄
関
口
と

一
体
化
さ
せ
た
約
七
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
設
け

て
あ
り
ま
し
た
。

自
然
が
生
み
出
す
芸
術
と
し
て
水
の
演
出
が

あ
り
、
富
山
の
豊
富
な
水
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
柱
の
天
辺
か
ら
水
が
噴
き
出

し
、
ゆ

っ
く
り
左
右
に
傾
く
。
風
が
吹
け
ば
回

鏡
面
仕
上
げ
の
ス

テ
ン
レ
ス

が
日
差
し

を
浴
ぴ
て

転
し
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
。
飯
田
善
国
作
、

ミ
ラ

l
モ
ビ

l
ル
「
き
ら

め
き
の
時
」
が
私
の
目
を

ひ
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
ベ
ン
チ
、
電
話
ボ
ッ

ク
ス
、
水
飲
場
ま
で
も
ス
テ
ン
レ
ス
を
使
い
、

そ
の
空
間
に
は
統

一
が
図

戸
て
あ
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
夜
の
大
手
モ
ー

ル

を
見
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
照
明
が
道
を
照
ら

し
、
も
う

一
つ
の
顔
を
見
せ

て
く
れ
そ
う
で
す
。
こ
こ
に

は
新
し
い
都
市
空
間
が
あ
り

ま
し
た
。
大
手
モ

l
ル
を
後

に
し

一
つ
思
っ
た
の
が
、
秩

序
の
な
い
人
々
の
自
転
車
、

14 

...ミラーモビール「き らめきの時」の前てか

観
賞
で
き
ま
す
。

最
近
、
県
民
の
問
で
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
人
々

が
増
え
、
都
市
の
緑

と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
都
市
に
残
さ
れ
た
自
然
は
と
て

も
貴
重
な
も
の

で
、
こ
の
自
然

を
守
り
、
自
然

に
親
し
み
、
自

然
の
観
察
を
通

じ、

学
ぶ

心
を

育
て
あ
げ
ら
れ

る
公
園
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
有

意
義
な
公
園
で

や
都
市
の
緑
化
を
推
進
し
、
す
ぐ
れ
た
景
観
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
課
で
は
、
こ
の
他
に
も
各
種
の
都

市
計
画
を
展
開
し
、
未
来
へ
向
け
て
壮
大
な
都

市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
富
山
に
し
か

表
現
で
き
な

い
魅
力
的
な
都
市
開
発
を
推
進
す

る
た
め
に
も
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出

し
、
創
造
性
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と

思

い

ま

し

圃

司

J

た
o

m

九

一

/ー

エ

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
公
園
づ
く
り
は
、
地
域
の
自
然

や
文
化
を
活
か
し
、
個
性
的
で
質
の
高
い
公
園

づ
く
り
、
い
わ
ば
「
物
語
の
あ
る
公
園
づ
く
り
」

を
進

15 ...都市計画課松下課長

...太閤山ランドにて

緑あもめ
I也るにる
の環、と
ネ 境都と
ツに市
トな全
ワるイ本
| ょが

つーつ 2 
くよ乙
3画ぶ



ー ででトン
こ つも い のを
ののらく音手
ア 芸う 浦にに
ト術 。田 の
リ作:みさ つ ，忠 "
ウ品 るんで い
ムにみ 。 、思

はなるお木い
るう客をの

三 。ちさ立場
階感にんてに
の 慨アにか 座

企富山市民プラザ
窓 j菜トもける
かいリ白、 。 作にて 全与 け l 
らひウ由花美観で飾、体える花マ
もとムにをし客あ っ 白をら のをン
観と全 差差 いはるて然器れで花ス
賞 き体ししフ、 。いのとたは器 。。
で 。が込込ルワ くま考空なに
き 、んん|イ 創まえ聞く生

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

官
同

巾

山

今
、
笑
い
を
通
し
て

グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
4

が

ふるさと
みてある

富
山
市
の
中
心
部
に
昨
年
の
暮
れ
オ
ー
プ
ン
し
た
砂
富

山
市
民
プ
ラ
ザ
九
近
代
建
築
の
粋
を
集
め
た
こ
の
建
物

は
、
様
々
な
芸
術
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は
、
グ
ル
メ
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
も
楽
し
め
る
と
て
も
素
敵
な
都
市
型
パ
ブ
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

こ
の
モ
ダ
ン
な
建
物
に
ぴ
っ
た
り
の
芸
術
が
、

二
階

の
ア
ト
リ
ウ
ム
で
披
露
さ
れ
た
。
フ
ラ

ワ
ー
コ
ー
デ

ィ

ネ
ー
タ

l
浦
田
和
夫
さ
ん
に
よ
る
。
フ
ラ
ワ
ー
パ
フ
ォ

富
山
湾
に
臨
む
港
町
岩
瀬
で
、

岩
瀬
爆
笑
寄
席
が
聞
か
れ
た
。

富
山
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
前
船

問
屋
の
森
家
で
、
岡
市
出
身
の
落
語
家
、
三
遊
亭
良
楽

さ
ん
と
兄
弟
子
の
貴
楽
さ
ん
を
招
い
て
の
熱
演
。
大
入

り
満
員
の
場
内
は
、
笑
い
に
あ
ふ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
生
の

落
語
に
感
激
し
た
」
と
か
、
「
感
激
の
余
韻
を
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
話
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
い
っ
ぱ
い
出
た
。

「こ

の
町
で
何
か
を
し
た
い

。
笑
い
を
通
し
て
、
知
ら

な
い

人
と

で
も
打
ち
解
け
合
う
場
を
持
ち
た
い

。
」と
企

画

・
通
常
に
走
り
凶

っ
た

か
い
わ
せ
爆
笑
会
。
の
背
さ

ん
(
約
二

O
名
)
の
賜
物
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
、
ポ
ス

タ
ー
か
ら
入
場
券
に
宅
る
ま
で
全
て
が
手
づ
く
り
。
「
素

人
ば

っ
か
り
で
大
変
ゃ

っ
た
け

y
ス
成
功
さ
せ
よ
う

っ

て
意
気
込
み
が
み
ん
な
に
あ

っ
た
ね
。
」と
事
務
局
長
を

務
め
る
丙
宮
王
直
さ
ん
。

二
川
日
は
、

第
一
回

九
月
九
日
、

16 

グフ
ラ
ワ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
d

ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な

る
の
が
魅
力
。
枯
れ
草
ば
か

り
二
千
本
使

っ
て
個
展
を
聞
い
た
時
も
、

「昔
の
農
村
」

「
海
苔

の
養
殖
」
「
科
学
の

分
子
の
立
体
模

型
」
:
・
と
評
も
な
か
な
か
お
も
し
ろ
か

っ

た
。「

大
好
き
な
青
葉
は
、
『人
聞
の
造
り
出

す
全
て
の
も
の
は
、
自
然
の
中
の
著
作
で

，
あ
る
(
自
然
の
ど
こ
か
に
あ
る
と
。

こ
れ

か
ら
も
、
自
然
を
愛
し
な
が
ら
、
フ
ル
ー

ト
の
他、

ジ
ャ
ズ
等
も
取
り
入
れ
て
、
楽
し
む
人
が
増

え
る
の
を
期
待
し
た
い

。
」
と
熱
く
語
る
浦
田
さ
ん
。

ひ
と
味
違
う
、
し
ゃ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
雰
囲
気
が

楽
し
め
そ
う
で
す
ね
。
あ
な
た
も
か
市
民
プ
ラ
ザ
。
へ

...ホいわせ爆笑会"事務局長

西宮正直さん

--一、
E
p
p
t
m
b
u
-
z回
グ

》

'

〉

'
》
h
J
h

レ、-ノト
r
p

a
河
本
名
遣
E

町

カ
4
dJゐ
ヤ
ベ
ハ
パνJ巴プ

麦
穂
を
持
っ
た
か
す
り
着
物
の
女
の
子
。
そ
の
素
朴

メ
ン
バ

ー
は
六
人
。
全
此
農
家
の
、
-KM
で
あ
る
。
「く

さ
が
、
い
か
に
も
。
む
ぎ
こ
ろ
。
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い

よ
く
よ
し
な
い
の
が

モ
ッ
ト
ー

で
、
笑
い
戸
が
絶
え
ま

パ
ッ
ケ
ー
ジ
。
袋
を
開
け
て
一
つ
。
う
ー
ん
。
麦
の
香

せ
ん
ね
。

」

|
仕
事
場
も
、

農
協
か

ら
液
り
交
け
た
往

ば
し
さ
が
う
れ
し
い
手
造
り
の
味
。
:

:

:

物

に
ペ
ン
キ
を
塗

っ
た
り
し
て
、
'
円
分
述
で
作
り
上
げ

の
コ
ロ

ン
ブ
ス
計
両

の
凶
係
行
と
協
力
し
て
、

卜

-
H

L

ハ
日
に
開
か
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
神
社
の
境
内
と
か

銭
湯
と
か
、
問
季
折
々
に
、
そ
の
季
節
に
あ

っ
た
場
所
て

を
選
ん
で
行
う
子
主
で
あ
る
。

凶
広
さ
ん
と
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
「
こ
な
い
だ
の
寄
f

席
、
お
も
し
ろ
か

っ
た
ち
、
、

ゃ
。
」
「
A
r
度
は
、
私
に
も

戸
か
け
て
。

」
と
、
み
ん
な

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

。
る

富山市
人口 321，156人 (9月1日現在、県人口統計調査より)

面積 209.08km' 
県庁所在地として、政治・経済の中心となっており、 黒部峡谷や立

山黒部アルペンルートの玄関口としてもにぎわっている。

都心の城j止公園北側を流れる松川に、錦鯉が泳ぐ。川面に桜並木や
ぼんほ、りが映り、)11辺を歩けば28基の彫像が語りかけてくる。

...rわカ、たけ本舗」のかあちゃん達

17 

「会口
日以
は
ユ
ニ
ー
ク
な

人
ば

っ
か
り
。

一
人
で
ち

ゃ
何
も
で
き
ん
ち
ゃ
。
み

ん
な
が
集
ま

っ
て、

た
。
名
付
け
て
、
ヶ
わ
か
た
け
本
舗
。。

今
年
の
交
通
安
全
週
間
に
は
、

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
キ

ャ

ン
ペ

ー
ン
で

か
む
ぎ
こ
ろ
。
が
五
円
袋
配
ら
れ
た
。
稲

刈
り
の
忙
し
い
真
最
中
に
骨
身
を
惜
し
ま
ず
造
る
の
だ

か
ら
頭
が
ド
が
る
。

こ
ん
な
か
あ
ち
ゃ
ん
達
の
愛
情
の
昧
は
、
同
僚
々
な
イ

ベ
ン

ト
会
場
の
他、

ス
ー
パ

ー
、
デ
パ
ー
ト
、
源
寿
司

等
で
も
売
ら
一
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
「
素
朴
な
味
だ

ね
え
。
」
と
親
し
ま
れ
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
人
気
を
呼
ぶ

で
し
ょ
う
。

「
添
加
物
は
.
切
使

つ
て
な
い
し
、
皮
も
全
部
含
ま
れ

と
る
か
ら
繊
維
も
た

っ
ぷ
り
人

っ
て
ま
す
よ
。
」
と
井
上

美
智
子
さ
ん
達
は
胸
を
張
る
。

か
む
ぎ
こ
ろ
。
は
、

減
反
政
策
以
来
、
こ
こ
水
橋
で
育

て
た
大
麦
を
使

っ
た
飴
で
あ
る
。
初
め
は
、

気
温
や
湿

度
に
よ

っ
て
微
妙
に
仕
上
が
り
が
違

っ
て
く
る
の
で
、

柔
ら
か
き
を
均

一
化
す
る
の
に
大
変
苦
労
し
た
そ
う
で

あ
る
。
だ
が
、
苫
労
実

っ
て、

昭
和
六
十
年
に
農
家
宅

活
工
夫
展
示
会
で
市
長
賞
を
獲
得
。
六
十
a.
年
に
は
、

か
む
ぎ

こ
ろ
。
と
し
て
商
品
化
し
、
県

の
特
産
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
、
み
ご
と
知
事
賞
に
輝
い
た
。

出
し
合

っ
て
、
汗
出

し
合

っ
て
、
い
い
も

の
が
で
き
る
か
い
ち

ゃ
。

」
北
前
船
で
栄
え
た

岩
瀬
の
ま
ち
に
、
ま

た

一
つ
新
た
な
活
気

が
芽
生
え
て
い
る
。



適正な地価の形成を目的として、県下 254地点(宅地 243地点、林地=地点)の基準地を選ぴ、

7月1日時点の価格を調査したものです。

価格は、その土地について 、自 由なl[j(IJ Iが行われた場合に通常成立すると認められる価絡で、売

り手にも買い手にも)主寄らないものです。

地価の上昇率は、3年連続して前年を上回り、住宅地 5.8%、商業地12.5%などとなってい ます。

なお、 地価調査の詳しい内容については、各市町村の窓口で閲覧でき ます。

一
5内‘

JV

n
H
v
n
H
u
n
H
u
 

nu

n
u
nu
 

n
U
F
コ
Qd

，
，
，
 

q
L
内

J

q
d

内
ノ
ι
内
《
Jv
n/伽

水橋市田袋ト|

田中町字道化割61ー 17外
岩瀬銭田町12-4
上野新町134外
上赤江町 卜8-2

.工業地
岩瀬古志町2-2外 15，800 9.0 
.市街化調整区域内の宅地
秋 ヶ島227外 62，000 14.8 
城村新町66 22，800 2.2 
水橋小路子 16，200 3.2 
古志町5-103 25，000 2.0 
/¥悶T4000-2タ十 18，000 2.3 
願海寺字舘本74卜3外 25，700 4.9 
高岡市

.住宅地
中川上回T8-16
蓮花寺327-1外
井口本江字中坪500-20
大野277-6
泉町10-40
宮田町6-19
あわら町16-10
宝町10-18
石瀬172-4
京町6-14
能町南ト23
博労町5-2
中国字木村4378-1
伏木古府1-2-43
伏木古府3-3-45
戸出町3-1-62
戸出町5-8-5

※江尻字村前 100-28

.宅地見込地
石瀬522

.商業地
末広町2-4
日百平日1BT3-3-18

白銀町40外
伏木古国府3-8
戸出町2-7-15
下麻生字星田1290-5外

※駅南 1-8-29

.準工業地
六家字畑田 1209-1
本郷2-2-5

荻布字前向31卜 |外

.工業地
戸出栄町55-9 23，300 4.5 
.市街化調整区域内の宅地
太田58卜 |

五十里西町49
中保:238-13
長江222-2
戸出春日 597外
新湊市

.住宅地
善光寺30-20
桜町9-6
草岡町卜9-7

※三日曽根 13-8

4・商業地
立町3-8

30，300 5.2 
62，700 15.0 
33，800 2.4 
48，200 6.4 
60，000 13.2 

7

0

3

J

oη
ρ

5

1

3

5

3

0

l

J

3

0

8

7
め

3

3

5

5

3ω
2

0

3

2

2

5

2

3

1

5

3

1

8
け

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
円

U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

n
H
u
n
H
u
n
u
v
n
u
u
n
H
v
n
H
u
n
H
u
n
H
v
n
H
u
n
H
v
n
Hu
n
H
u
n
H
u
n
H
u
n
H
v
n
H
u
n
H
u
n
H
u
 

n
H
u
n
H
v
n『
d
n
H
v
n
H
u
n
HV

F
h
d
守
'
'
n
H
u
n
H
V
「
「
u
n
H
U
『

t
'
p
h
u
内
/
」
n
H
u
n
H
U
内
‘
J
V

，
，
，
，
，

，

，
，
，
，
，
，

，
，

，
，
，
，
 

l
l
勺

L

7
，

勺

L
「
コ
守
/
司
正
内
J

寸

I
l
l
n
3
n
u
p
o
n
o
n
D
t
』
「
3
1
1

1
1
E
J
『

J
R
U
R
U
広
U
Q
J
7
'
E
U
R
U
E
J
R
U
勺

L

n
斗

A
U
守
E
J
A
U
守
吋
/

37，700 5.9 

1 ，250，000 26.3 
137，000 9.6 
160，000 1.9 
101，000 4.3 
77，000 2.4 
40，700 2.5 

350， 000 (~~:~ ) 

65，500 4.8 
144，000 23. 1 
83，600 16.9 

17.900 0.6 
32，000 4.2 
37，300 1.6 
42，000 1.0 
27，500 2.6 

55，000 3.0 
59，900 2.9 
22，000 1.4 
61，600 ( ~.~ (1.0) 

128，000 4.1 

19 

。。
15 

地価変動率推移(住宅地・商業地)

64，500 1.4 41，000 2.5 

%
 

lv」tz 
年前は率動変，rJ
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中央町卜14

.準工業地

新片岡TIーか5

.工業地

奈呉の江12-2 14，100 1.4 
.市街化調整区域内の宅地

殿村476-1外 26，000 8.3 
魚津 市--・E・ ・E ・-

4砂住宅地

本江字黍野1700-3外
上村木卜4-3
吉島308-1
金浦町卜33

.商業地

上村木卜7-8

.準工業地

上村木2-9-21

氷 見市
.住宅地

朝日丘2-26
柳田674-2外
島尾字浦2117-1
栄町15-17

.商業地

本町13-6

.準工業地

幸四TS，-7
滑川市

.住宅地

辰野字向林割97-33
上小泉字北村815甲外

高月町390-3外
吾妻町2464-2外
.商業地

下小泉町13-10
.準工業地

柳原字大法173-2外
黒 部 市岡闇圃園園

.住宅地

荻生字新堂6675-3
生地芦区124-3
同83-13外
三日市寺町3859-3外
.商業地

三日市字三島1047-2外 116，000 0.9 

.準工業地

三日市字金屋2372-1
砺波市周園田園-
4砂住宅地

本町8-6
平和町3-67
太郎丸字鍋島865-6
一番町2-40

.商業地

表町3-3

.準工業地

豊町6-38

小矢部市

.住宅地

入手口回TI-IO

綾子字北島240-2
清水字古村島29904 

西町7-20

.商業地

新富町2-21

.準工業地

今石動町1-4-35

大沢野町

.住宅地

上ニ杉425-1外 28，400 6.0 
下大久保字十一番割2219-49 31，000 
笹津467 29，800 1.0 
.商業地

長附字屋敷割139-30

.準工業地

上大久保1035-1外

大山町

.住宅地

三室荒屋字諏訪木割834-2032，000 7.7 
上滝字陳林割 155-6 27，000 8.0 
中滝字作鼻害IJ288-5外 23，100 10.0 
.商業地

中滝字清水田割313-6
舟 橋村.園田園田園

.住宅地

仏生寺43

上市町
.住宅地

横法音寺字長田46-1タ官 28，800 2.9 
大坪字上長2-4 48，600 3.4 
若杉新2-6 20，300 2.5 
.商業地

三日市字西門前3-19

.準工業地

上経田4-70

立山 町
.住宅地
五百石字東中割30-6外 45，600 1.1 
榎字東蟹沢4-11 34，200 Q.9 
前沢字大門2748-8 48，400 
4砂高業地

五百石字西瀬先割107-1外 116，000 9.4 

宇奈月町一一-・E ・-一ー一
.住宅地

下立字紙田 1025-1外
愛本新1100
字大坊2215-1

.商業地

字桃原38-32

入 善 町

.住宅地

入膳字高登3101-6
青島590-16
入膳字下踊場6-4外
.商業地

入膳字北町5380甲外

朝日町

.住宅地

道下字高野299
西町22
泊字上三平848-5

.商業地

泊字中金菅304乙

八尾町

.住宅地
大字八尾町字十三石278-1 21，500 1.9 

28，000 2.9 98，000 1.0 

82，500 1.9 

85，500 3.6 
107，000 10.9 
49，500 7.1 
113，000 2.7 

41，000 3.0 

39，000 18.9 

244，000 1 1 .9 

134，000 7.2 

70，500 2.9 
35，000 2.9 
30，000 2.7 
37，000 1.4 

60，300 

17，800 1.7 

149，000 1.4 

127，000 3.3 

32，400 3.2 
31，700 2.9 
37，500 4.2 
55，300 3.6 

79，800 2.3 

31，700 3.3 

97，000 2.1 

29，000 18.4 

51，500 3.0 
33，000 1.9 
31，500 6.1 
65，400 3.0 18，400 4.5 

11，400 1.8 
12，200 1.7 

63，800 3.1 252，000 1 1 .5 

63，300 2.1 
58，500 2.3 
48，500 2.8 
66，000 1.5 

62，500 5.9 
21，800 1.9 
72，000 

77，600 5.0 

215，000 10.3 

66，500 2.3 39，500‘5.9 
47，000 3.1 
45，700 2.5 

74，000 3.5 
59，000 1 1 .3 
31，800 2.6 

120，000 8.1 

10 

52 53 54 55 56 57 58 

井田516-3
福島字天の平76-13
.商業地

大字八尾町亨東町2208-1 70，000 2.2 
.準工業地

井田字石坂4218-1外

婦中町ーーーーーー

.住宅地

笹倉490-1
袋字宿免348-44
分自258-3

.宅地見込地

田島871

山田村

.住宅地

中瀬字前反圃2703
中村字谷口 1156外

細入村

.住宅地

猪谷字一枚目547-1 19，6001.6 
撒原字西上島3235-9外 10，700 1.9 
小 杉町園圃園田園田E ・E ・-ー園田園園
.住宅地
手崎字石太郎1005-6外 39，600 2.6 
戸破字加茂1887-4 40，600 2.5 
南太閤山 15-11 50，500 3. 1 

※三ヶ2509-1外 44，500 (れ
.宅地見込地

三ヶ2450
.商業地

三ヶ字中吉原3313-9
.準工業地

手崎字払堂396-1外 21，500 8.0 
.市街化調整区域内の宅地

稲積559-1 15，700 1.9 

大門 町竺竺竺竺竺ーー一一一ー
.住宅地

二口字馬渡り 775-3

二口字米山2260-29

.商業地

大門新字中町38-1 62，000 1. 1 
.市街化調整区域内の宅地

本国字宮田 167-4 13，100 2.3 
下 村ー一一一一一一一一一一一一一一-

4砂市街化調整区域内の宅地

三箇字西光734-1

大島町

.住宅地

小島727-2外
赤井字水落12-3
小島1168-1

城 端町
.住宅地

野田字村中島1001-2
字西新田町365
字南東島飛地2615-15
.商業地

字西上回T478-1

平村

.住宅地

上梨字家平583-1
下梨字馬駈場2315外

21，300 3.9 
25，000 1.6 

35，300 2.0 

31，700 1.9 
25，800 7.5 
37，500 10.3 

13，600 7.9 

2，900 1.8 
3，600 1.4 

17，000 6.3 

62，800 3.0 

47，000 4.4 
40，500 8.9 

7，560 0.8 

47，600 4.8 
43，000 4.9 
41，800 5.0 

37，700 3.0 
60，800 5.9 
20，300 3.0 

115，000 0.9 

16，800 3.7 
8，800 2.3 
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上 平 村

.住宅地

細島字下巡10 11-1 
新屋字地開津546-1

利賀村・・・・・
4砂住宅地

岩泌j字久保平186
利賀字上島295-1

庄 川 町

.住宅地

青島字松川除前3658-12 25，700 4.5 
青島字下川原21-2外 22，300 1.8 
金屋字了安 1314-1 16，200 2.5 
.商業地

金屋字畑直2680-6外

井 波 町 園 田 - ・
4砂住宅地

山下88
北川字犬薮348-27
井波字木崎野1950-59

.商業地

本町卜44

井口村

富後205
蛇喰153-1外

福野町

.住宅地
字大畑島1128-3外 75，300 0.4 
松原字道教島1267-3外 52，000 1.8 
二日町字中島480外 42，100 1.9 
.商業地

字上町1535-3

福光町

.住宅地

字西町1549
字高土居963-14
荒木1088-7
.商業地

荒木5523-1

福岡町

.住宅地

福岡新742
福岡新314
下蓑新55-2外

.商業地

下蓑新413 83，000 5.9 
※は地価公示との共通調査地点、 o内は

平成 2年 i月|日からの変動率

8，680 0.9 
7，450 0.9 

2，250 3.2 
3，330 3.1 

57，800 4.0 

63，500 2.1 
36，500 2.8 
33，000 3.1 

102，000 3.6 

9，500 
5，280 1.0 

100，000 7.5 
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230，000 4.1 

39，200 1.6 
40，500 1.8 
23，800 2.1 

2.林 地

(単位 10アール当たり:円)
変動率は前年比 :%J 

所在地及び地番 価格 霊E主
魚津市大字大海寺野村字有ヶ平44-3780，0003.0
氷見市宇字安居44 360，000 1.4 
立山町芦山弁寺字長尾6 175，000 2.9 
上市町伊折字赤谷11一3 73，000 4.3 
朝日町山崎字蛇谷8 330，000 3. 1 
小杉町入会地字板谷23 360，000 1.4 
平村夏焼字下開地47 138，000 4.5 
城端町石田字小山2-2 240，000 2.1 
高岡市五十里字後谷6 400，000 2.6 
大山町亀谷字向山割3-1 46，000 0.0 
八尾町小長谷字堀切 118-1303，000 37.7 



県からのおしらせ

l III月lG日に「即位のネLJt.i'..

過
激
派
は
、
即
位
の
札

・
大
嘗
祭
に
反
対

n
p

立
ロ

し
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
爆
弾
事
件

由民

や
放
火
事
件
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

察

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
さ

警

せ
な
い
た
め
、
各
所
長
聞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県山

免
許
証
や
車
内
を
見
せ
て
い
た

宮
閏

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

そ
の
際

だ
く
な
ど
、

あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た

不
審
な
人
や
車
(
物
)
を
見
か
け
た

報
く
だ
さ
い
。

ら

警
察
ま
で
ご

は

知
的
所
有
権
の

侵
害
を
防
ご
う
〈一一セも
のにご注
意V

し
か
し
、
最
近
、
こ
の
権
利
を
侵
害
(
盗

用
)
し
た
次
の
よ
う
な
も
の
が
、
出
回

っ
て

い
ま
す
。

@

二
セ
ブ
ラ

ン
ド
商
品

@
海
賊
版
ビ
デ
オ

@

ニ
セ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品

。
著
作
者
の
同
意
の
な
い

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

卜

の
レ
ン
タ
ル

こ
の
よ
う
に
、
「
知
的
所
有
権
」
の
侵
害
は

様
々
で
す
が
、
こ
う
し
た
不
正
商
品
が
堂
々

と
出
回
っ
て
い
る
社
会
で
は
健
全
な
発
展
が

望
め
ま
せ
ん
。
警
察
で
は
「
知
的
所
有
権
」

の
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
、
取
締
り
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

合
不
正
商
品
等
で
、
お
困
り
の
方
は
、
警
察

総
合
相
談
室
(
電
話

0
7
6
4
1
MM
i
o

-

-
o
)
に
ご
相
談
下
さ
い
。

20 

P
C
B使
用
電
気
機
器
等
の

管
理
保
管
に
つ
い
て

• 

P
C
B

(ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
二
|
ル
)
は、

昭
和
四
十
三
年
に
皮
膚
障
害
で
問
題
と
な

っ

た
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
以
来
、
製
造
は
中
止
さ

れ
、
使
用
は
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
受
電

設
備
等
に

用
い
ら
れ
る
ト
ラ

ン
ス
や
コ
ン
デ

ン
サ
及
び
昭
和
三

十
二
年
か
ら
四
十
七
年
ま

で
に
製
造
さ
れ
た
①

判
W

2
灯
用
以
上
の
安

定
器
内
蔵
型
蛍
光
灯
、

②
安
定
器
別
置
型
水

銀
等
器
具
、

③
低
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
器
具
の

中
に
は
、

P
C
B
が
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の

納
税
強
調
月
間
で
す

一県
時
三
川
河
南
四
月
ゆ

t
;川
は
ぽ
相
談
々

財
産
が
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
、
本
人
や
家
族
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
、
事
業

に
著
し
い
損
失
を
受
け
た
:
・
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
県

税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
所
轄
の
県
税
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い

。
事
情
に
よ
り
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
県
税
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

だ
さ
い

。

「
こ
の
社
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く

あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る
」

E藷寝寄宿蒋司iI宮司・・・・・・・・-~~f~ゆ】5凶 ~Æ.ma~瑞~r._____ . 
県内の銀行、信用金庫、農協、 i魚、協、信用組介

又は県税事務所で納めて ください。

・県税の所管区域図 作成 21f.tJJIIJI.肘)

県税についての相談や苦情がありましたら、お

気軽に下記の県税事務所までご連絡ください。

事務所等 所 在 地

富山県税事務所 富山市舟橋北町卜11s(0764)4卜2551

自動車税センター 富山市新庄町馬場39-6s (0764) 24-9211 

高岡県税事務所 高岡 市赤祖父211s(0766)2卜9411

魚津県税事務所 魚津 市新宿 10-7s(0765)24-5311 

砺波県税事務所 砺 j皮市幸町 1-7 s(0763)33-5151 

富山県総務部税務課 富山市新総曲輪卜7s(0764)3ト4111

貧困の税金は税務署ヘ
市町村の税金は市役所または町村役場ヘ

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
使
用
済
み
と
な
っ
た
電
気
機
器

に
つ
い
て
は
、

P
C
B
の
処
介
方
法
が
定
め

ら
れ
る
ま
で
、
法
律
に
よ
り
生
活
環
境
の
保

全
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
管
理
保
管
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
電
気
機
器
を
取
扱
っ
て
お
ら
れ

る
事
業
者
の
方
は
、
こ
の
趣
旨
を
十
介
御
理

解
し
適
正
に
管
理
・
保
管
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

• 

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
の
二
等
陸
士
、
二

等
海
士
及
び
二
等
空
士
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
数
(
男
子
)

ハ門
一

般

二

等

陸

土

十

五

名

二
等
海
士

二
等
陸
士

二
等
海
士

21 

五
名

同
高
校
生

十
五
名

八
名

二

等

空

士

七

名

た
だ
し
、
高
校
生
は
、
平
成
三
年
三
月

卒
業
見
込
み
の
者
と
し
、
入
隊
は
、
周
年

三
月
以
降

二
、
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
年
令
十
八
才
以
上

二
十
七
才
未
満
の
男
子

三
、
募
集
期
間

平
成
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
詳
し

く
は
、
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
ま
で

宮

0
7
6
4ー
ー

4
ー

ー

3
2
7
l



県からのおしらせ-・E霊L1tI翠置・・E 平成2年9月11臼-10月10日 -
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
な
ん
で
も
好
奇

の
こ
こ
ろ
で
学
ぶ
生
涯
学
習
の
場
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、

開
学
二
周
年
を
記
念
し
て
「
県
民
カ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
多

数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

-

内

容

・
式
典
・
記
念
講
演
会

(
午
後
一
時
半

i
)

講
師

東

京

大

学

名

誉

教

授

木

村

尚

三

郎

先

生

演
題

「
転
換
期
を
生
き
る
こ
れ
か
ら
の
世
界

・
日
本

・
富
山
|
」

・
学
習
団
体
交
流
会

(
講
演
会
の
後
)

学
習
団
体
に
よ
る
学
習
成
果
の
発
表

・
作
品
展

(
午
前
十
時

l
)

学
習
団
体
の
作
品
/
県
民
カ
レ

ッ
ジ

コ
ー
ナ
ー
/
著
名

講
師
色
紙
展
示

V
問
い
合
せ
先

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ

8
0
7
6
4
・
引

・
8
6
3
5

〈記念講演〉

東京大学名誉教授

木村 山三!!II先乍

内
線

2
2
3

身
体
障
害
者
向
け
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
根
塚
団
地

に
は
身
体
障
害
者
向

け
住
宅
が
設
置
し
て
あ
り
、
県
で
は
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
戸

数

ニ

戸

(
車
椅
子
利
用
者
向
け
住
宅

と
松
葉
杖
利
用
者
向
け
住
宅
が
各

二
戸
)

-
家
賃

月
額

三
六
、

O
五
O
円

-
入
居
資
格
・

障
害
の
程
度
が
一

l
四
級
の

者
・
第
一
種
公
営
住
宅
収
入
基
準

(
収
入
月
額
が
一

O
万
円
を

超
え
一
六
万
二
千
円
以
下
)

富山県障害者雇用促進大会

総合計画顧問会議および総合計画有識者懇談会

婦人国際交流フェスディパル

市町村交通担当者・アドバイザー会議

9月定例県議会(-28日)

9月12日

9月13B

9月14日

の
者

-
各
種
工
夫
さ
れ
た
設
備
・
緊
急
通
報
装
置

が
あ
り
、
身
体
障
害
者
の
方
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
設
計
し
て
あ
り
ま
す
。

松田尚之回顧展開会式(-30日)

第7回全国ビーチバレーボール親善大会 V
問
い
合
せ
先

県
庁
建
築
住
宅
課

2
0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1

9月15日

内
線

6
6
8
・
6
6
9

全包少年少女発明クラブ創作展

富山県発明とくふ う展開場式

地域リハビリテーションフォーラム

9月20日

9月26日

9月29日

「ョ
6
与
し
t
E
¥
院
山
ハ
ノ
な
山
守
レ
¥
寸
コ
ト
ト
ィ

Z
4
必
l
三

=
J
4引
ド

/
U
とバ

M
4
4
/
r
E
-
d
、」

十

月

に

開

催

し

た

「

現

代

美

術

の

流

れ

す

。

〈
富
山
〉」

に
続
い
て
、
シ

リ

ー

ズ

二

回

目

の

戦

後

、

日

本

は

経

済

的

な

発

展

を

遂

げ
、

本
展
で
は
日
本
的
視
野
に
基
づ
い
て
、
第
二
美
術
も
ま
た
、
新
た
な
表
現
を
求
め
て
多
様

次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
美
術
を
紹
介
し

ま

な

展

開

を

み

せ

て

い

ま

す

。
そ
の
姿
を
跡
づ

け
る
に
ふ
さ
わ
し

い
重
要
作
家
の
作
品
を
一

堂
に
展
示
す
る
初
め
て
の
機
会
で
あ
り
、
こ

れ
に
未
収
蔵
作
家
の
優
品
を
一
部
加
え
た
約

百
二
十
余
点
は
、
見
応
え
の
あ
る
展
示
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

会

期

什

月

げ

日

出

l
ロ
月
旧
日
岡山

観
覧

料

一

般

仰
到
円
、
吉
岡
大
生

m
m円

小
中
生

m
m円
川
内
は
団
体
料
金

問
い
合
せ
先
県
立
近
代
美
術
館

8
0
7
6
4
・
引
・

7
1
1
1

企舟越保武「魚」

22 

富
山
の
建
築
百
選
記
念
誌
『百
の
共
感
』発
刊
の
お
知
ら
せ

三
年
前
の
昭
和
六
二
年
に
実
施
さ
れ
た
か国

際
居
住
年

l
y
S
H
U
O
を
記
念
し
て
本
県

が
建
築
関
係
諸
団
体
と
と
も
に
選
定
し
た
「
富

山
の
建
築
百
選
」
を
集
大
成
し
、
記
念
誌
『
百

の
共
感
』
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
誌
は
、
富
山
県
の
企
画
の
も
と
に
「
富

山
の
建
築
百
選
実
行
委
員
会
」
が
刊
行
し
た

も
の
で
す
。

百
八
十
ペ
ー
ジ
で
、
内
力
ラ

l
三
十
ペ
ー

ジ
の
上
製
本
と
な
っ
て
お
り
、
表
紙
は
手
す

き
の
特
製
和
紙
に
よ
り
装
丁
さ
れ
、
箱
入
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
章
立
て
で
構
成
さ
れ
た
内
容
は
、
写
真

と
文
章
に
よ
る
解
説
で
、
「
百
選
」
が
迫
力
の

あ
る
表
現
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

頒
布
価
格
は
一
冊
三
千
六
百
円
。

V
問
い
合
せ
先

富
山
の
建
築
百
選
実
行
委
員
会
事
務
局

干
九=一O

富
山
市
愛
宕
町
一
一
1

四
富
山
県
建

築
会
館
内
包
O
七
六
四
l

三
三
l

一
二
五
四

平成2年12月街頭献血日程
日 曜 士暴 所 時 問

1土 高岡駅前 10: 00-15: 30 

2 日 黒部市「メルシー」ショッピンク。センター前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

3 月 立山町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

8 土 富山市「アヒ。タ」ショッヒ。ンクーセンター前 1 0 : 00 -16 : 00 

13 木 井波町保健センタ一前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

15 土 富山西武前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

16 日 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

17 月 入善町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

22 土 富山駅前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

23 日 大島町「アフ。1)オ」ショッピングセンター前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

29 土 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

30 日 富山西武前 10: 00-16: 00 

※富山県赤-1-半血液センタ一(宮山市1下品本IIIT)では、 Eff:雌日

の午後も開!好し(祝日除)、献血を受付けて います。

富山イノベーション・ パーク起工式

富山県ボラ ンティア大会

フォーラム「女がかわる男がかわる」

第27回交通安全県民大会

富山県スポーツ奨励賞授与式

23 

臼中ダム完工式

富山県社会福祉大会

とやまテクノフェア '90開会式(-8日)

第2@]全国勤労者綱引大会

第6回富山県育樹祭

空港利用者500万人達成記念式典

10月4日

10月5日

10月7B

10月8日



エ
ッ
セ
イ
/
永
井

一
正

ひ
と
/
大
割
亜
樹
子

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
富
山
県
発
明
と
工
夫
展

②
テ
ク
ノ
フ
ェ

ア
卯

③
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ

l

一フム

④
第
2
回
全
国
勤
労
者
綱
引
大
会

特
集
/
生
涯
学
習
情
報
提
供
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム

P
I
N
U
P
T
O
Y
A
M
A
 

撮
影
/
池
端

滋

P

U

県
庁
探
訪
/
都
市
計
画
課

P
M

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
/
富
山
市

p
日

こ

と
し
の
地
価
調
官

p
m
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

P
M

編
集
後
記

-
表
紙
撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

「
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
卯
の
会
場
で
あ
る
テ
ク
ノ

ホ

l
ル
は
、
最
先
端
の
技
術
で
い

っ
ぱ
い
で
し

た
。
人
気
者
の
ロ
ボ

ッ
ト
君
は
見
事
な
動
き
で

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
の
円
を
釘
づ
け
に
し
て

い
ま
し
た
。
労
働
者
不
足
に
怖
む
企
業
も
こ
れ

で
ひ
と
安
心
?
:
:
:
:
・」

P 表
1 2 

P 
2 

P 
6 

P 
12 

g到達事責両面町4・F..
富山県受通事部相談所東別留T階

台 (0764)31-41竹内759

-四~rJ~哩E・E・E~.

-・I~;院~・E・f::'ヨ・・

高齢者や家族の心配ご、と、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-]4
社会福祉会館内

宮 (0764)41-41 10 

家庭問題・悪質商法・覚

せい剤など、どんな相談
にも応じます。

ヨニ ワJレイヒトナシ

宮 (0764)42-011 0 

-日伝説Z同同唖E・E・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

告 (0764)32-9233
(金融相談は)

ft(0764)33-3252 
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・・・・・・Ig;~・園面._..‘..F.・・・・・・・・
富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)31-4111間
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎肉)

宮 (0766)21-9411附

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311間

砺j皮市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151附)

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

s炎相民県

県わらのホ‘ソトニヱース見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

「
吾
妻
建
」
に
込
ヤ
う
れ
た
期
待

y
抱
負

現
名
称
1

l

入
道
忠
靖
邸

明
治
二
十
七
年
二
八
九
四
)
に
吾
妻
建
と
な
る

E間環:~J同区1
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

悶眠
.FMとやま

「乃，ふ3、れあいホツ卜ライ二ンノJ

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9:30-9:35 

-チューリ ッフテレビ 毎週土曜日AM9:30-9: 45 
「志の輔・陽子のふるさとトーク」

・北日本放送毎週日曜日AM9: 30-1 0 : DO 
「こんにちは富山県で、す」

11/ 4万葉の歴史今蘇る

11/11いきいき農村

11/18創立50周年県立図書館
11/25青年・婦人の翼

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rll 0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

藩
政
時
代
、
武
士
で
あ
れ
町
人
や
農
民
で
あ

れ
、
そ
の
住
ま
い
の
様
式
、
材
料
、
意
匠
な
ど

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
介
格
式
に
応
じ
て
、
定
め

ら
れ
規
制
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
農
家
で
は
特

に
許
さ
れ
な
け
れ
ば
、
ど
の
様
な
豪
農
で
あ
れ
、

茅
葺
き
屋
根
で
あ
っ
た
。
美
し
い
水
田
が
拡
が

る
平
野
の
中
に
屋
敷
杜
に
固
ま
れ
た
大
き
な
農

家
が
散
在
す
る
特
徴
あ
る
景
観
の
砺
波
の
散
居

村
に
あ
っ
て
も
、
農
家
は
総
て
茅
葺
き
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
建
築
上
の
制
限
が
消
滅

し
た
の
は
勿
論
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
で
あ
っ

た
。私

達
は
仲
間
う
ち
で
、
小
矢
部
川
と
庄
川
に

は
さ
ま
れ
た
砺
波
平
野
の
-
}
と
を
加
賀
藩
の
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
戯
れ
に
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
平
野
は
そ
れ
位
に
藩
政
時
代
は
豊
か
な
生
産

力
を
誇
り
、
文
字
通
り
加
賀
藩
の
穀
倉
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
豊
か
な
砺
波
の
農
家
が
、

維
新
に
よ
っ
て
、
課
せ
ら
れ
て
い
た
制
限
か
ら

-R朝晩
め

っ
き
り
冷
え
込
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
寒
さ
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
弱
い
小
生

に
と

っ
て
、
取
材
の
た
め
の
早
起
き
は
非

常
に

つ
ら
い
。
原
稿
提
出
を
迫
る
鬼
の
編

集
長
の
罵
声
を
遠
く
に
感
じ
な
が
ら
、
「
あ

と

5
分
、
あ
と

5
分
」
と
、
ふ
と
ん
の
中

で
惰
眠
を
む
さ
ぼ
る
あ
の

一
時
が
た
ま
ら

な
い
。

(T)

女
先
日
、
取
材
に
伺

っ
た
方
々
か
ら
お
礼

の
子
紙
を
い
た
だ
い
た
。

い
ろ
ん
な
分
野

で
活
躍
す
る
人
達
と
の
素
晴
ら
し
い
出
会

い
に
、
お
礼
を
言
う
べ
き
は
こ

っ
ち
な
ん

だ
け
ど
、
こ
こ
は
素
直
に
大
感
激
。

か
広
報
誌
は
生
き
て
い
る
ん
だ
な
あ
。
と

実
感
し
ま
し
た
。

(N)

女

「レ
デ
ィ
ー
、
プ
ル
(
用
意
、
引
け
)
」

の
審
判
員
の
声
と
同
時
に
力
と
力
と
が
ぶ

つ
か
る
。
必
死
の
形
相
の
選
手
た
ち
。
カ

メ
ラ
を
持
つ
子
に
お
も
わ
ず
力
が
入
る
。

勝

っ
た
チ
ー
ム
も
負
け
た
チ
l
ム
も
全
力

を
出
し
き

っ
た
後
の
き
わ
や
か
み
英
顔
が

と

っ
て
も
素
敵
で
し
た

ogq
ノ

rkト
唱

λ

解
き
放
た
れ
た
時
、
自
-
分
達
の
豊
か
さ
を
表
現

す
る
デ
ザ
イ
ン
を
自
介
達
の
家
に
求
め
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
昔
か
ら
あ
る
茅
葺
き
平
入

の
屋
根
が
、
瓦
葺
き
切
妻
の
屋
根
に
葺
き
替
え

ら
れ
、
ま
た
瓦
葺
き
切
妻
を
も
っ
て
新
築
さ
れ

ア
ヅ
マ
ダ
テ

て
い

っ
た
。
「
吾
妻
建
」
の
成
立
で
あ
る
。

こ
の
入
道
邸
は
明
治
時
代
に
屋
根
が
葺
き
替

え
ら
れ
て
「
吾
妻
建
」

に
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。

元
来
は
、
嘉
永
元
年
(
一
八
五
一
二
)
に
大
工
甚

助
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
、
明
治
二
十
七
年
二

八
九
四
)
に
現
在
の
瓦
葺
き
切
妻
屋
根
、
「
吾
妻

建
」
に
替
え
ら
れ
た
。
豪
壮
な
枠
の
内
造
り
の

広
問
、
茶
の
問
、
座
敷
、
仏
間
な
ど
典
型
的
な

砺
波
型
の
間
取
り
で
、
こ
れ
は
創
建
当
初
と
基

本
的
に
変
っ
て
い
な
い
。「
吾
妻
建
」
の
特
徴
は

大
き
な
切
妻
破
風
の
三
角
形
と
、
そ
の
内
側
に

梁
と
束
と
で
構
成
さ
れ
た
小
屋
組
を
現
わ
し
に

し
た
意
匠
で
あ
る
。
白
い
三
角
形
を
黒
く
太
い

垂
直
線
、
水
平
線
が
『
分
割
す
る
抽
象
的
で
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
パ
タ
ー
ン
は
、
清
々
し
く
美
し
い
。

特
に
こ
の
入
道
邸
の
も
の
は
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

が
良
く
佳
品
で
あ
る
。

柔
か
く
、
自
然
の
色
を
も
っ
て
周
囲
の
景
観

に
溶
け
込
ん
で
行
く
茅
葺
き
屋
根
に
代
え
て
、

遠
目
に
も
判
然
と
目
立
ち
、
周
囲
の
自
然
に
対

し
て
明
確
に
人
工
を
主
張
す
る
明
断
な
形
と
構

成
を
持
つ
吾
妻
建
の
破
風
を
採
用
し
た
処
に
、

明
治
の
富
山
人
の
新
し
い
時
代
に
対
す
る
期
待

と
抱
負
が
読
み
取
れ
る
様
に
思
う
。

解

説

/

竺

覚

暁

(工
学
博
士
金
沢
工
業
大
学
教
授
)

写
真
/
風
間
耕
司
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)
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この期間中、全国各地で様々な催物が聞かれ、富山県内でも「第16回高岡伝

統産業総合展Jf工芸都市高岡クラフトコンペJf井波彫刻まつり」等が開催され

ます。

伝統的工芸品は、日本の風土と歴史の中で育まれ、私たちの暮らしに密着し

た生活用品として愛されてきました。江戸時代以前から脈々と受け継がれてき

た伝統の技を駆使し、子づくりの技を生かした伝統的工芸品には、機械による

大量生産の製品にはない独特の味わいがあります。これを機会に慌ただしい日

常生活の歩みを少しゆるめて、私たちの身のまわりにある伝統的工芸品を見つ

め直してください。きっと職人さんのあたたか川手のぬくもりを感じることで

しょう 。

公富山県

。

。

暖
か
い
。
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